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ま
た
、
医
学
部
の
定
員
五
名
減
に
伴
う
募
集
人
員
の
配
分
変
更
が
決
め
ら
れ
た
。

二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
、
こ
の
間
に
慎
重
に
準
備
を
進
め
て
き
た
「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
（A

O

）」
入
試
体
制
が
発
足
し
、

新
た
に
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
と
入
学
者
選
抜
企
画
研
究
部
長
と
が
入
学
者
選
抜
委
員
会
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
、

学
部
・
系
の
責
任
で
行
わ
れ
て
き
た
推
薦
入
学
試
験
を
深
化
・
体
系
化
し
大
学
全
体
の
制
度
と
す
る
と
と
も
に
、
高
等
学
校
等
の
学
外

の
大
学
受
験
に
対
す
る
関
心
も
高
め
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
度
入
学
試
験
か
ら
経
済
学
部
、
理
学
部
地
球
科
学
科
、

理
学
部
化
学
科
、
歯
学
部
、
薬
学
部
、
水
産
学
部
で
そ
れ
ぞ
れ
五
〜
一
六
名
の
範
囲
でA

O

入
試
が
実
施
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
二
〇
〇
一
年
度
入
学
試
験
の
基
本
方
針
は
一
般
入
学
試
験
等
従
来
の
方
式
にA

O

入
試
を
加
え
た
六
種
類
の
入
学
者
選
抜
試

験
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
十
月
か
ら
十
一
月
に
行
わ
れ
た
初
のA

O

入
試
で
は
、
経
済
学
部
九
名
、
理
学
部
地
球

科
学
科
五
名
、
理
学
部
化
学
科
九
名
、
歯
学
部
九
名
、
薬
学
部
一
五
名
、
水
産
学
部
一
七
名
の
合
格
者
が
決
ま
っ
た
。

第
三
章

大
学
院
改
革

一
九
九
〇
年
代
の
北
海
道
大
学
に
お
け
る
大
学
改
革
で
最
重
要
の
課
題
と
さ
れ
た
の
は
大
学
院
改
革
で
あ
る
。

北
海
道
大
学
の
全
学
レ
ベ
ル
に
お
け
る
新
た
な
大
学
院
改
革
の
胎
動
は
一
九
八
八
年
七
月
、
全
部
局
長
等
で
構
成
す
る
「
大
学
院
問

題
懇
談
会
」
の
設
置
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
翌
年
五
月
に
は
「
北
海
道
大
学
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
同
委
員
会

は
九
〇
年
七
月
に
中
間
報
告
（
事
実
上
の
最
終
報
告
）「
北
海
道
大
学
に
お
け
る
大
学
院
改
革
整
備
構
想
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ
が
大

学
院
改
革
具
体
化
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
大
学
院
改
革
に
傾
注
さ
れ
た
努
力
の
結
果
、
そ
の
最
も
可
視
的
な
成
果
と
し
て
実
現
し
た
の
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は
大
学
院
重
点
化
で
あ
る
。

一
般
に
日
本
の
大
学
は
学
部
を
も
っ
て
教
育
研
究
お
よ
び
管
理
運
営
の
基
本
単
位
と
し
、
大
学
院
に
対
し
て
は
周
辺
的
な
位
置
づ
け

し
か
与
え
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
体
制
が
長
く
続
い
た
結
果
、
学
部
を
基
本
と
す
る
大
学
像
は
自
明
と
さ
え
さ
れ
て
き
た
。
そ

れ
と
の
対
比
で
言
え
ば
、
大
学
院
重
点
化
は
従
来
型
の
大
学
像
に
根
本
的
な
変
容
を
迫
る
内
容
の
契
機
を
は
ら
ん
で
い
る
。
以
下
で
は
、

一
九
九
〇
年
代
大
学
院
改
革
を
述
べ
る
前
に
、そ
の
前
提
と
し
て
旧
制
以
来
の
大
学
院
制
度
と
そ
の
実
態
に
つ
い
て
要
約
的
に
ふ
れ（
第

一
節
）、
つ
い
で
大
学
院
整
備
構
想
（
第
二
節
）、
大
学
院
重
点
化
（
第
三
節
）
の
順
に
概
観
す
る
。

第
一
節

大
学
院
改
革
の
前
提

一

制
度
的
枠
組
み

日
本
で
大
学
院
と
い
う
制
度
が
初
登
場
す
る
の
は
一
八
八
六
年
に
公
布
さ
れ
た
帝
国
大
学
令
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
帝
国
大
学

は
「
大
学
院
及
分
科
大
学
ヲ
以
テ
構
成
ス
」
と
さ
れ
、
大
学
院
は
教
育
機
能
を
担
う
分
科
大
学
（
の
ち
の
学
部
に
相
当
す
る
）
と
の
役

割
分
担
に
お
い
て
、
学
術
研
究
を
担
う
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
制
度
的
比
重
の
大
き
さ
と
は
裏

腹
に
、
現
実
の
大
学
院
は
発
足
の
当
初
か
ら
形
骸
化
し
て
現
実
と
の
あ
い
だ
に
乖
離
を
生
じ
て
い
た
。
そ
う
し
た
乖
離
を
追
認
す
る
か

の
よ
う
に
、
一
九
一
九
年
に
改
正
さ
れ
た
新
版
の
帝
国
大
学
令
で
は
、「
帝
国
大
学
ハ
数
個
ノ
学
部
ヲ
綜
合
シ
テ
之
ヲ
構
成
ス
」
と
い

う
基
本
条
項
と
は
別
個
に
「
帝
国
大
学
ニ
大
学
院
ヲ
置
ク
」
と
い
う
規
定
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
実
の
旧
制
大
学
院
は
独
自
の
教
員
組
織
、
施
設
、
予
算
も
な
け
れ
ば
教
育
課
程
も
も
た
な
か
っ
た
。
北
海
道
大
学
に
お
け
る
大
学

院
学
生
の
在
籍
は
、
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
時
代
の
一
九
一
三
年
に
遡
る
が
、
そ
の
当
時
も
、
ま
た
一
八
年
北
海
道
帝
国
大
学
の
発

足
後
も
、
規
程
上
、
大
学
院
学
生
を
教
育
課
程
に
結
び
つ
け
る
条
項
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
二
七
年
に
な
っ
て
制
定
さ
れ
た
「
北
海
道
帝
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国
大
学
通
則
」
で
も
、「
大
学
院
学
生
ハ
指
導
者
ノ
許
可
ヲ
得
各
学
部
ニ
於
ケ
ル
教
官
ノ
承
認
ヲ
得
テ
其
ノ
講
義
又
ハ
実
験
ニ
出
席
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
い
う
条
項
を
設
け
た
に
過
ぎ
な
い
。
当
初
、
大
学
院
学
生
に
は
定
員
の
枠
も
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
学
院
の
在

り
方
に
一
定
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
科
学
振
興
政
策
の
一
環
と
し
て
新
設
さ
れ
た
大
学
院
特
別
研
究
生

制
度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
戦
時
下
に
お
け
る
研
究
要
員
確
保
の
手
段
に
他
な
ら
な
か
っ
た
が
、
前
期
二
年
と
後
期
三
年
と
い
う
年
限
の

切
り
方
や
、
大
学
別
お
よ
び
学
部
別
の
定
員
配
当
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
後
の
新
制
大
学
院
の
枠
組
み
設
定
に
一
つ
の
モ
デ
ル
を
提

供
し
た
面
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
の
新
制
大
学
院
は
、
一
九
四
七
年
に
公
布
さ
れ
た
学
校
教
育
法
、
四
九
年
に
大
学
基
準
協
会
が
定
め
た
大
学
院
基
準
で
骨
格
が

与
え
ら
れ
た
。
学
校
教
育
法
は
大
学
院
に
研
究
と
と
も
に
教
育
を
行
う
制
度
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
与
え
た
。
大
学
院
基
準
は
教
育
組

織
と
し
て
の
性
格
づ
け
を
明
確
に
し
、
博
士
学
位
お
よ
び
新
設
の
修
士
学
位
を
授
与
す
る
制
度
と
し
て
そ
れ
を
位
置
づ
け
た
。

一
九
四
九
年
度
か
ら
は
新
制
の
学
部
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
こ
れ
を
う
け
て
、
五
三
年
度
か
ら
北
海
道
大
学
で
も
新
制
大
学

院
が
発
足
す
る
。
政
令
の
定
め
に
よ
り
、
北
海
道
大
学
に
は
文
学
・
教
育
学
・
法
学
・
経
済
学
・
理
学
・
工
学
・
農
学
・
獣
医
学
・
水

産
学
の
九
研
究
科
が
置
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
学
部
の
区
分
に
基
づ
く
研
究
科
の
構
成
方
式
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
他
の
旧
帝
国
大

学
、
旧
官
立
大
学
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
な
お
、
旧
制
大
学
院
は
戦
後
に
性
格
と
名
称
を
変
え
な
が
ら
、
北
海
道
大
学
の
場
合
五
七
年

度
中
（
医
学
部
だ
け
は
五
八
年
度
中
）
に
在
籍
者
が
皆
無
と
な
る
ま
で
存
続
し
た
。

当
初
九
研
究
科
で
発
足
し
た
新
制
大
学
院
は
、
一
九
五
五
年
に
医
学
研
究
科
、
五
八
年
に
薬
学
研
究
科
、
七
四
年
に
歯
学
研
究
科
、

七
七
年
に
環
境
科
学
研
究
科
の
増
設
に
よ
り
、
研
究
科
の
数
は
一
三
と
な
っ
た
。
う
ち
、
環
境
科
学
研
究
科
だ
け
は
対
応
す
る
学
部
組

織
を
持
た
な
い
独
立
研
究
科
と
し
て
構
想
、
設
置
さ
れ
た
。
独
立
研
究
科
の
設
置
は
、
従
来
の
大
学
院
基
準
に
代
わ
っ
て
七
四
年
に
制

定
さ
れ
た
大
学
院
設
置
基
準
で
可
能
と
な
っ
た
枠
組
み
に
よ
っ
て
い
る
。
新
し
い
枠
組
み
は
、
大
学
院
の
独
立
性
の
強
化
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
研
究
科
の
組
織
編
成
が
学
部
の
組
織
に
と
ら
わ
れ
ず
、
研
究
科
の
目
的
に
即
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
、
大
学
院
の
専
任
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教
官
、
専
用
施
設
が
あ
り
う
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
こ
の
枠
組
み
に
よ
る
日
本
最
初
の
独
立
研
究
科
は
東
京
工
業
大
学
総
合
理
工
学

研
究
科
で
、
七
五
年
に
設
置
さ
れ
た
（
大
�
仁
『
大
学
改
革
』）。
環
境
科
学
研
究
科
の
設
置
も
大
学
院
設
置
基
準
の
制
定
後
、
比
較
的

早
い
時
点
で
こ
れ
を
活
用
し
、
実
現
し
た
も
の
と
い
え
る
。
一
二
の
学
部
、
独
立
研
究
科
一
を
含
む
一
三
の
研
究
科
と
い
う
北
海
道
大

学
の
基
本
構
成
は
、
こ
れ
以
後
長
期
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
。

二

大
学
院
学
生
数
の
変
動

北
海
道
帝
国
大
学
の
学
生
生
徒
現
員
の
総
数
（
生
徒
は
予
科
・
実
科
・
専
門
部
の
在
学
者
を
い
う
）
は
、
発
足
後
の
学
部
・
学
科
増

設
等
に
よ
り
一
九
二
〇
年
に
一
〇
〇
〇
人
、
二
六
年
に
二
〇
〇
〇
人
、
四
二
年
に
三
〇
〇
〇
人
を
突
破
す
る
勢
い
で
増
加
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
中
に
占
め
る
大
学
院
学
生
現
員
数
は
発
足
後
最
初
の
六
年
間
は
多
い
年
で
も
五
人
、
や
が
て
二
四
年
か
ら
二
桁
と
な
る

も
の
の
、
一
時
期
二
〇
人
を
超
え
る
の
を
例
外
と
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
四
二
年
ま
で
、
一
〇
人
台
を
保
つ
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
長
く
続
い
た
大
学
院
学
生
数
の
低
迷
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
四
三
年
施
行
の
大
学
院
特
別
研
究
生
制
度
で
あ
る
。
北

海
道
帝
国
大
学
に
は
年
限
二
年
の
第
一
期
入
学
生
と
し
て
四
一
人
、
そ
の
修
了
者
が
応
募
資
格
を
も
つ
年
限
三
年
の
第
二
期
入
学
生
と

し
て
二
〇
人
の
入
学
定
員
が
配
当
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
戦
中
の
四
四
年
か
ら
戦
後
の
四
七
年
に
か
け
て
大
学
院
の
在
学
者
は
各
年
と

も
八
〇
人
を
超
え
、
四
八
年
に
は
三
桁
の
大
台
に
乗
っ
た
。
五
二
年
の
旧
制
大
学
院
在
学
者
は
、
特
別
研
究
生
、
研
究
奨
学
生
、
大
学

院
学
生
を
含
め
て
三
一
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。

新
制
の
北
海
道
大
学
大
学
院
は
、
一
九
五
三
年
に
修
士
課
程
二
九
一
人
、
二
年
後
に
博
士
課
程
一
九
七
人
の
入
学
定
員
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。
そ
の
後
の
研
究
科
、
専
攻
の
増
設
等
に
よ
り
、
七
六
年
の
入
学
定
員
は
修
士
課
程
六
八
五
人
、
博
士
課
程
四
二
七
人
と
な
っ
た
。

新
制
大
学
院
発
足
時
に
比
べ
た
増
加
率
は
そ
れ
ぞ
れ
二
・
四
倍
、
二
・
二
倍
で
あ
る
。
広
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
間
の
学

部
・
大
学
院
に
共
通
し
た
大
幅
な
定
員
増
を
規
定
し
た
の
は
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
を
背
景
と
す
る
理
工
学
系
増
員
計
画
で
あ
る
。
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し
か
し
詳
し
く
見
れ
ば
、
各
研
究
科
で
用
意
し
た

定
員
枠
の
相
対
的
広
さ
（
学
部
学
生
定
員
に
対
す

る
研
究
科
学
生
定
員
の
比
率
）
と
実
際
の
定
員
充

足
率
が
必
ず
し
も
対
応
し
な
い
現
実
が
あ
り
、
し

か
も
同
じ
人
文
・
社
会
科
学
系
、
あ
る
い
は
同
じ

理
工
学
系
と
い
う
括
り
の
中
で
も
研
究
科
ご
と
に

大
き
な
バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら
れ
た
（
統
計
と
分
析
は

『
北
大
百
年
史
』
通
説
を
参
照
）。

一
九
九
〇
年
五
月
一
日
現
在
の
各
研
究
科
在
籍

学
生
数
及
び
定
員
充
足
率
を
表
３
―
３
に
掲
げ
る
。

九
〇
年
の
入
学
定
員
は
修
士
課
程
七
二
一
人
、
博

士
課
程
四
五
三
人
で
、
七
六
年
の
時
点
と
比
べ
た

増
加
率
は
両
課
程
と
も
一
・
一
倍
に
満
た
な
か
っ

た
。
一
方
、
定
員
の
伸
び
の
鈍
さ
と
は
対
照
的
に
、

定
員
に
対
す
る
現
員
の
比
率
（
充
足
率
）
は
飛
躍

的
に
高
く
な
り
、
と
く
に
薬
学
・
工
学
・
理
学
の

各
研
究
科
修
士
課
程
で
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ

た
。

博 士 後 期 課 程

計

５８

１６

１５

１７

１５４

１５４

４６

２５

１２４

８０

４０

５０

３３

８１２

（充足率％）
４年

（５１．６）
３２

（１５．６）
５

（３９．４）
３７

（充足率％）
３年
（１３２．０）

３３
（６６．７）

６
（２７．８）

５
（４１．２）

７
（１０１．５）

６７
（４８．４）
３０

（５９．４）
１９

（９２．３）
１２

（３９．４）
４３

（８５．４）
３５

（７６．９）
１０

（６０．７）
１７

（８０．０）
１６

（６６．２）
３００

（充足率％）
２年
（６４．０）
１６

（７７．８）
７

（４４．４）
８

（２９．４）
５

（４７．０）
３１

（８３．９）
５２

（２５．０）
８

（４６．２）
６

（３４．９）
３８

（６８．３）
２８

（１３０．８）
１７

（３９．３）
１１

（５０．０）
１０

（５２．３）
２３７

（充足率％）
１年
（３６．０）

９
（３３．３）

３
（１１．１）

２
（２９．４）

５
（８４．８）
５６

（６４．５）
４０

（４３．８）
１４

（５３．８）
７

（３９．４）
４３

（４１．５）
１７

（１００．０）
１３

（７８．６）
２２

（３５．０）
７

（５２．５）
２３８

定 員

２５

９

１８

１７

６６

６２

３２

１３

１０９

４１

１３

２９

２０

４５３

修 士 課 程

計

７２

１９

１５

８

２７１

－

－

９０

７１７

１３１

－

１００

８８

１，５１１

（充足率％）
２年
（８０．０）
４０

（５０．０）
９

（１８．４）
７

（１４．７）
５

（１０６．８）
１２５

－

－

（１８０．８）
４７

（１３２．３）
３４０

（８５．２）
６９

－

（８７．５）
４９

（８８．６）
３９

（１０１．２）
７３０

（充足率％）
１年
（６４．０）
３２

（５５．６）
１０

（２１．１）
８

（８．８）
３

（１２４．８）
１４６

－

－

（１６５．４）
４３

（１４６．７）
３７７

（７６．５）
６２

－

（９１．１）
５１

（１１１．４）
４９

（１０８．３）
７８１

定 員

５０

１８

３８

３４

１１７

－

－

２６

２５７

８１

－

５６

４４

７２１

研究科名

文学研究科

教育学研究科

法学研究科

経済学研究科

理学研究科

医学研究科

歯学研究科

薬学研究科

工学研究科

農学研究科

獣医学研究科

水産学研究科

環 境 科 学
研 究 科

計

表３－３ 大学院在籍学生数及び定員充足率 １９９０年５月１日現在

中間報告「北海道大学における大学院改革整備構想」（『北大時報』第４３６号別冊、１９９０年７月）より作成。
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三

学
位
の
種
類
と
授
与
数

旧
制
の
学
位
は
一
九
二
一
年
制
定
の
北

海
道
帝
国
大
学
学
位
規
程
に
よ
り
、
農
学

博
士
、
林
学
博
士
、
獣
医
学
博
士
、
医
学

博
士
の
四
種
類
で
出
発
し
た
。
以
後
、
学

部
増
設
と
と
も
に
学
位
の
種
類
は
増
加
し
、

戦
前
ま
で
の
時
期
に
工
学
博
士
と
理
学
博

士
、
戦
後
に
お
い
て
も
旧
制
の
学
位
に
文

学
博
士
、
法
学
博
士
、
経
済
学
博
士
が
加

え
ら
れ
た
。
旧
制
の
学
位
の
授
与
は
二
二

年
に
は
じ
ま
り
、
六
一
年
度
末
（
旧
制
学

位
規
程
の
失
効
期
限
）
ま
で
に
延
べ
四
五

八
一
人
に
博
士
号
が
授
与
さ
れ
た
。
内
訳

を
見
る
と
、
医
学
博
士
が
三
〇
八
一
人
で

全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
、
以
下
理
学
博

士
、
農
学
博
士
が
続
い
た
。

新
制
の
北
海
道
大
学
学
位
規
程
は
一
九

五
八
年
九
月
に
制
定
さ
れ
、同
年
三
月（
修

士
学
位
に
つ
い
て
は
五
五
年
一
月
）
に

７６５
１７２
１６０
１４３
２，７３３
６８２
５，７８７
１，３７１
５４１
５９２
３５４

１３，３００

文 学 修 士
教 育 学 修 士
法 学 修 士
経 済 学 修 士
理 学 修 士
薬 学 修 士
工 学 修 士
農 学 修 士
獣 医 学 修 士
水 産 学 修 士
学 術 修 士

計

計
１３
１１
５１
６８

２，０２３
４，７００
２００
３９１
１，５３３
１，５７５
４６
４１１
３７２
６０

１１，４５４

新制・論文博士
２
４
２４
４０
６３１
９６１
７０
２１０
７８５
７５５
－
２３４
１８６
１９

３，９２１

新制・課程博士
５
７
２０
３
７６１
６５８
１３０
１８１
５５０
３２９
－
８１
１８６
４１

２，９５２

旧制博士
６
－
７
２５
６３１
３，０８１
－
－
１９８
４９１
４６
９６
－
－

４，５８１

文 学 博 士
教 育 学 博 士
法 学 博 士
経 済 学 博 士
理 学 博 士
医 学 博 士
歯 学 博 士
薬 学 博 士
工 学 博 士
農 学 博 士
林 学 博 士
獣 医 学 博 士
水 産 学 博 士
学 術 博 士

計

表３－４ 修士・博士学位数（１９９０年度末までの累計）

『北海道大学一覧 平成元～二年』より作成。
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遡
っ
て
施
行
さ
れ
た
。
新
制
の
学
位
制
度
の
特
色
は
、
博
士
の
ほ
か
に
修
士
の
学
位
を
設
け
、
博
士
学
位
に
は
課
程
博
士
と
論
文
博
士

の
二
種
類
を
設
け
た
こ
と
で
あ
る
。
右
の
学
位
規
程
に
記
さ
れ
た
学
位
の
名
称
は
、
各
研
究
科
に
対
応
す
る
修
士
学
位
一
〇
種
類
、
博

士
学
位
一
一
種
類
で
あ
っ
た
（
当
時
は
一
一
研
究
科
、
う
ち
医
学
は
修
士
を
欠
い
た
）。
ま
た
歯
学
研
究
科
の
設
置
に
伴
い
歯
学
博
士
、

環
境
科
学
研
究
科
の
設
置
に
伴
い
学
術
修
士
、
学
術
博
士
が
設
け
ら
れ
た
。
新
制
の
学
位
授
与
者
数
は
、
九
〇
年
度
末
ま
で
の
累
計
で
、

修
士
一
万
三
三
〇
〇
人
、
課
程
博
士
二
九
五
二
人
、
論
文
博
士
三
九
二
一
人
、
そ
の
内
訳
は
表
３－

４
の
通
り
で
あ
る
。

第
二
節

大
学
院
改
革
整
備
構
想

一
九
八
八
年
に
至
っ
て
北
海
道
大
学
に
大
学
院
問
題
懇
談
会
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
大
学
院
改
革
構
想
の
検
討
が
各
学

部
・
研
究
科
単
位
で
は
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
横
断
的
審
議
の
場
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
反
省
に
た
ち
、
改
め
て
共
通
理
念
を
設

定
し
、
全
学
協
力
体
制
の
下
に
改
革
整
備
構
想
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
強
く
要
請
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

学
部
・
研
究
科
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
時
点
ま
で
に
大
学
院
問
題
を
め
ぐ
っ
て
長
い
検
討
の
時
間
を
費
や
し
て
い
た
部
局
も
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
理
学
部
で
は
大
学
院
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
の
比
重
が
年
々
増
大
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
一
九
七
二
年
に
理
学
研
究
科
将

来
計
画
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
後
も
理
学
部
大
学
院
問
題
検
討
委
員
会
、
理
学
研
究
科
に
お
け
る
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
な

ど
に
よ
り
、
継
続
し
て
大
学
院
教
育
研
究
の
充
実
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
た
。

一
方
、
一
九
八
七
年
に
設
置
さ
れ
た
大
学
審
議
会
は
、
文
部
大
臣
の
諮
問
「
大
学
等
に
お
け
る
教
育
研
究
の
高
度
化
、
個
性
化
及
び

活
性
化
等
の
た
め
の
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
」
を
う
け
、
大
学
院
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
学
院
制
度
の
弾
力
化
、
学
位
制
度
の
見
直

し
、
大
学
院
の
量
的
整
備
目
標
の
策
定
、
大
学
院
学
生
の
処
遇
、
大
学
院
の
認
可
シ
ス
テ
ム
の
改
善
と
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
留
学

生
の
教
育
体
制
の
充
実
等
に
つ
い
て
調
査
審
議
を
行
う
こ
と
と
し
、
八
八
年
三
月
に
大
学
院
部
会
を
設
置
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
機
運
の
中
で
設
置
さ
れ
た
大
学
院
問
題
懇
談
会
は
、専
門
領
域
に
応
じ
て「
人
文
・
社
会
科
学
系
」「
理
工
学
系
」「
医
・

歯
・
獣
医
学
系
」
の
三
専
門
委
員
会
を
置
き
、
各
研
究
科
お
よ
び
専
門
領
域
ご
と
の
検
討
に
入
っ
た
。
そ
の
過
程
で
大
学
審
議
会
大
学

院
部
会
の
中
間
報
告
を
骨
子
と
す
る
大
学
審
議
会
の
答
申
「
大
学
院
制
度
の
弾
力
化
に
つ
い
て
」
が
一
九
八
八
年
十
二
月
に
発
表
さ
れ
、

大
学
は
外
か
ら
も
意
見
の
取
り
ま
と
め
を
迫
ら
れ
た
。

検
討
を
積
み
重
ね
た
結
果
、
大
学
院
問
題
懇
談
会
は
、
研
究
教
育
の
高
度
化
へ
の
対
応
、
地
域
研
究
の
充
実
、
社
会
人
の
受
入
れ
体

制
の
整
備
、
国
際
化
へ
の
対
応
、
先
端
分
野
と
境
界
領
域
に
挑
戦
し
得
る
人
材
の
養
成
、
学
位
授
与
の
改
善
な
ど
、
北
海
道
大
学
大
学

院
の
基
本
理
念
の
創
出
お
よ
び
全
学
的
構
想
に
よ
る
大
学
院
の
整
備
と
充
実
が
必
要
で
あ
る
と
の
基
本
線
を
確
認
し
た
。

こ
の
流
れ
の
中
で
北
海
道
大
学
は
一
九
八
九
年
五
月
の
部
局
長
連
絡
会
議
・
評
議
会
に
お
い
て
、
大
学
院
問
題
懇
談
会
に
代
え
、
新

た
に
学
長
を
委
員
長
と
し
全
部
局
長
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
下
に
引
き
続
き
三
つ
の
専

門
委
員
会
と
、
全
学
的
調
整
を
図
る
必
要
か
ら
新
た
に
企
画
調
整
委
員
会
を
設
置
し
て
、
大
学
全
体
と
し
て
の
基
本
理
念
と
全
学
的
構

想
を
策
定
す
る
た
め
の
具
体
的
検
討
を
進
め
た
。

同
検
討
委
員
会
が
一
九
九
〇
年
七
月
に
ま
と
め
た
中
間
報
告
「
北
海
道
大
学
に
お
け
る
大
学
院
改
革
整
備
構
想
」
は
、
ま
ず
「
北
海

道
大
学
に
お
け
る
大
学
院
の
現
状
」
か
ら
説
き
お
こ
し
、
続
く
総
論
「
北
海
道
大
学
に
お
け
る
大
学
院
改
革
整
備
構
想
の
基
本
理
念
」

の
下
に
、「
大
学
院
の
充
実
」
に
関
わ
る
項
目
と
し
て
、
①
大
学
院
重
点
化
と
研
究
基
盤
の
強
化
、
②
全
教
官
の
大
学
院
へ
の
参
加
、

③
国
際
化
と
留
学
生
の
受
入
れ
体
制
、
④
多
様
な
形
で
の
社
会
人
の
受
入
れ
、
⑤
情
報
科
学
の
推
進
を
挙
げ
、
さ
ら
に
そ
の
他
の
項
目

と
し
て
、「
イ
ン
タ
ー
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
構
想
等
」、「
大
学
院
整
備
と
一
般
教
育
等
を
含
む
学
部
教
育
の
充
実
」、「
学
位
授
与
の
運
用
の

改
善
」、「
自
己
評
価
に
関
す
る
検
討
」
を
掲
げ
た
。
検
討
事
項
は
多
岐
に
わ
た
る
問
題
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
各
部
局
か
ら
の
大
学
院
改
革
整
備
構
想
の
提
案
が
並
ん
で
い
る
。

三
つ
の
系
別
に
お
け
る
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
人
文
・
社
会
科
学
系
の
大
学
院
で
は
、
専
門
研
究
者
の
養
成
を
主
眼
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と
し
て
き
た
た
め
、
大
学
院
へ
の
進
学
者
が
少
な
い
こ
と
、
課
程
博
士
制
度
の
運
用
が
ま
だ
十
分
に
機
能
し
て
お
ら
ず
、
学
位
取
得
者

が
少
な
い
こ
と
、
外
国
人
留
学
生
に
系
統
的
、
組
織
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
、
社
会
の
期
待
に
応
え
る
一
方
で
改
め
て
大
学

院
教
育
の
拡
充
と
高
度
化
が
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
き
た
こ
と
、
等
が
指
摘
さ
れ
た
。
第
二
に
理
工
学
系
の
大
学
院
で
は
、
大
学
院
修

了
者
を
求
め
る
社
会
の
需
要
増
大
に
対
応
し
て
進
学
希
望
者
が
増
加
し
て
い
る
現
状
の
中
で
、
現
在
の
学
部
講
座
に
依
拠
す
る
シ
ス
テ

ム
は
限
界
に
達
し
て
お
り
、
大
学
院
教
育
・
教
官
組
織
の
充
実
が
緊
急
に
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
従
来
の
学
部
・

学
科
・
講
座
組
織
の
大
幅
な
見
直
し
と
再
編
成
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
、
等
が
指
摘
さ
れ
た
。
第
三
に
医
・
歯
・
獣
医
学
系
の
大

学
院
で
は
、
学
部
教
育
が
六
年
制
で
修
士
課
程
が
学
部
教
育
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
の
財
政
的
・
定
員
的
措
置
が
と
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
、
学
部
卒
の
専
門
職
能
制
度
と
大
学
院
制
度
が
十
分
連
動
・
融
合
し
て
い
な
い
こ
と
、
医
・
歯
学
で
は
大
学
院
教
育

と
卒
後
研
修
と
の
混
同
が
あ
る
こ
と
、
等
が
指
摘
さ
れ
た
。

中
間
報
告
は
大
学
院
重
点
化
と
研
究
基
盤
の
整
備
と
い
う
課
題
を
大
学
院
改
革
整
備
構
想
に
関
す
る
基
本
理
念
の
冒
頭
に
掲
げ
、
最

重
要
の
位
置
づ
け
を
与
え
た
。
一
方
、
各
部
局
か
ら
の
大
学
院
改
革
整
備
構
想
に
は
、
既
存
の
組
織
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
研
究
科
設
置

構
想
が
開
陳
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
理
学
部
は
「
基
礎
科
学
研
究
科
」
と
「
生
物
・
地
球
圏
科
学
研
究
科
」、
水
産
学
部
は
「
生
物

資
源
科
学
研
究
科
」
と
「
地
球
圏
環
境
科
学
研
究
科
」、
医
・
歯
・
獣
医
学
部
は
「
生
命
医
科
学
研
究
科
」
の
構
想
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
大
学
院
重
点
化
と
イ
ン
タ
ー
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
構
想
、
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
の
中
間
報
告
の
ポ
イ
ン
ト
は
こ
の
二
つ
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
三
節

大
学
院
重
点
化

大
学
審
議
会
は
大
学
院
問
題
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
一
九
九
一
年
に
入
る
と
矢
継
ぎ
早
に
「
学
位
制
度
の
見
直
し
及
び
大
学
院
の
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評
価
に
つ
い
て
」（
同
年
二
月
）、「
大
学
院
の
整
備
充
実
に
つ
い
て
」（
同
年
五
月
）、「
大
学
院
の
量
的
整
備
に
つ
い
て
」（
同
年
十
一

月
）、
と
三
本
の
答
申
を
行
っ
た
。

第
一
の
答
申
に
つ
い
て
は
、
博
士
学
位
の
授
与
状
況
の
改
善
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
専
門
分
野
に
よ
る
学
位
の
種
類
の
廃
止
を

打
ち
出
し
た
。

第
二
の
答
申
は
、
網
羅
的
に
問
題
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
と
く
に
人
目
を
引
い
た
の
は
「
大
学
院
に
関
す
る
財
政
措
置
の
充
実
」
の

中
の
、「
特
に
世
界
の
第
一
線
に
伍
し
た
水
準
の
高
い
教
育
研
究
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
卓
越
し
た
教
育
研
究
実
績

を
あ
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
大
学
院
や
教
育
研
究
上
の
新
し
い
試
み
に
意
欲
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
大
学
院
に
対
し
て
、
思

い
切
っ
た
財
政
措
置
の
充
実
を
図
り
、
重
点
的
な
整
備
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
一
節
で
あ
っ
た
。

第
三
の
答
申
は
、
研
究
者
養
成
、
高
度
専
門
人
材
養
成
、
社
会
人
再
教
育
、
留
学
生
受
入
れ
、
先
進
諸
国
の
大
学
院
の
規
模
と
の
比

較
な
ど
の
観
点
か
ら
、
大
学
院
の
拡
充
の
必
要
性
を
強
調
し
、
大
学
院
学
生
倍
増
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
大
学
院
学
生
の
規
模
に
つ

い
て
数
値
目
標
的
な
も
の
が
掲
げ
ら
れ
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
と
さ
れ
る
（
前
掲
『
大
学
改
革
』）。

大
学
審
議
会
の
答
申
は
大
学
院
重
点
化
の
方
針
を
ま
だ
ど
こ
に
も
書
い
て
い
な
か
っ
た
。
大
学
審
議
会
の
答
申
が
大
学
院
重
点
化
に

つ
い
て
明
示
的
に
言
及
す
る
の
は
こ
れ
よ
り
七
年
後
、『
２１
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
―
競
争
的
環
境
の
中
で
個

性
が
輝
く
大
学
―
』
と
題
す
る
一
九
九
八
年
の
中
間
ま
と
め
が
最
初
で
あ
ろ
う
。「
研
究
科
を
学
部
と
同
等
の
基
本
組
織
に
位
置
づ
け

当
該
研
究
科
に
教
員
を
所
属
さ
せ
、
研
究
科
教
授
会
を
置
く
の
み
な
ら
ず
、
人
事
は
研
究
科
が
審
議
す
る
と
と
も
に
、
全
学
的
な
運
営

に
関
与
し
う
る
よ
う
な
仕
組
み
を
法
令
上
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
提
言
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

先
に
挙
げ
た
中
間
報
告
「
北
海
道
大
学
に
お
け
る
大
学
院
改
革
整
備
構
想
」
は
、
大
学
院
重
点
化
に
つ
い
て
の
基
本
的
認
識
を
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
大
学
院
に
課
さ
れ
た
使
命
の
特
質
は
「
学
術
の
進
展
に
寄
与
す
る
研
究
教
育
活
動
の
遂
行
と
創
造

的
な
研
究
後
継
者
及
び
高
度
な
専
門
職
業
人
の
育
成
」
で
あ
り
、「
こ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
基
幹
総
合
大
学
の
場
合
は
、
大
学
院
に
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お
け
る
研
究
と
教
育
と
に
重
点
を
置
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
学
に
お
け
る
研
究
教
育
の
基
本
組
織
を
学
部
か
ら
研
究
科
中
心

に
移
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」。

一
九
九
〇
年
七
月
時
点
で
、
北
海
道
大
学
は
内
発
的
な
認
識
に
基
づ
い
た
大
学
院
改
革
の
方
策
を
す
で
に
内
外
に
示
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
同
じ
頃
、
大
学
審
議
会
の
答
申
と
直
接
の
関
連
な
し
に
、
東
京
大
学
法
学
部
と
文
部
省
担
当

部
局
と
の
折
衝
過
程
で
生
ま
れ
た
「
部
局
化
」
の
着
想
に
よ
り
、
九
一
年
度
予
算
で
東
京
大
学
に
お
け
る
法
学
政
治
学
研
究
科
の
「
部

局
化
」が
実
現
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
に
追
随
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
一
斉
に
は
じ
ま
り
、
大
学
院
の
重
点
化
は「
な
し
崩
し
的
に
」

進
行
し
て
い
っ
た
（
前
掲
『
大
学
改
革
』）。

こ
の
よ
う
な
全
国
的
状
況
の
中
で
、
北
海
道
大
学
で
は
、
一
九
九
三
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
、
独
立
研
究
科
と
し
て
地
球
環
境
科

学
研
究
科
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
大
学
院
重
点
化
の
最
初
、
い
わ
ば
「
先
兵
」
と
な
っ
た
。
地
球
環
境
科
学
研
究
科
が
発
足

し
た
時
点
で
、
北
海
道
大
学
は
「
こ
れ
を
突
破
口
と
し
て
」
各
部
局
の
大
学
院
重
点
化
構
想
を
「
次
々
に
提
案
し
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
必
須
」
で
あ
る
と
の
方
針
を
掲
げ
た
（
�
重
力
「
北
大
改
革
の
全
体
像
」『
北
大
時
報
』
第
四
六
九
号
）。

そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
理
学
研
究
科
に
お
い
て
生
物
科
学
専
攻（
一
九
九
三
年
度
概
算
要
求
、
以
下
同
じ
）、
物
理
学
・

地
球
惑
星
科
学
専
攻
（
九
四
年
度
）
、
数
学
・
化
学
専
攻
（
九
五
年
度
）
、
工
学
研
究
科
に
お
い
て
材
料
・
化
学
系
専
攻
群
（
九
四
年
度
）、

情
報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
系
専
攻
群
（
九
五
年
度
）、
物
理
工
学
系
専
攻
群
（
九
六
年
度
）、
社
会
工
学
系
専
攻
群
（
九
七
年
度
）、
農

学
研
究
科
に
お
い
て
生
物
資
源
生
産
学
専
攻
（
九
七
年
度
）、
環
境
資
源
学
専
攻
（
九
八
年
度
）、
応
用
生
命
科
学
専
攻
（
九
九
年
度
）

と
い
う
よ
う
に
専
攻
（
群
）
別
の
段
階
を
踏
ん
で
、
ま
た
獣
医
学
研
究
科
（
九
五
年
度
）
と
薬
学
研
究
科
（
九
八
年
度
）
で
は
研
究
科

一
体
で
、
従
来
の
専
攻
を
再
編
、
整
備
し
、
大
学
院
重
点
化
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
医
学
研
究
科
で
も
、
高
次
診
療
学
専
攻
、

社
会
医
学
専
攻
を
皮
切
り
に
大
学
院
重
点
化
に
伴
う
専
攻
の
再
編
、
整
備
が
は
じ
ま
っ
た
（
九
九
年
度
）。
既
設
の
人
文
・
社
会
科
学

系
、
医
・
歯
学
系
の
各
研
究
科
、
水
産
科
学
研
究
科
、
新
設
の
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
を
含
め
、
北
海
道
大
学
の
全
研
究
科
で
大
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学
院
重
点
化
が
完
了
す
る
の
は
二
〇
〇
〇
年

四
月
で
あ
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
の
大
学
院
改
革
を
通
じ
て
、

先
の
中
間
報
告
の
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で

あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
構
想
は
、

目
立
っ
た
形
で
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
地
球

環
境
科
学
研
究
科
、
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研

究
科
の
二
独
立
研
究
科
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

目
立
た
な
い
と
こ
ろ
で
こ
の
改
革
構
想
を
取

り
入
れ
た
研
究
科
の
新
設
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
注
意
さ
れ
て
よ
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
本

来
想
定
さ
れ
て
い
た
部
局
横
断
の
規
模
か
ら

程
遠
か
っ
た
。
の
ち
に
二
〇
〇
一
年
三
月
二

十
一
日
の
評
議
会
で
審
議
了
承
さ
れ
る
「
未

来
戦
略
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
最
終

報
告
は
、こ
の
点
に
関
し
て
、北
海
道
大
学
に

お
け
る「
大
学
院
重
点
化
は
、既
存
の
部
局
の

枠
組
み
を
基
本
的
に
は
動
か
さ
ず
に
行
わ
れ

た
た
め
、
根
本
的
な
学
問
分
野
の
再
編
や
、

博士課程（博士後期及び博士一貫）

計

１６５

７０

５１

４２

２８３

５０７

１４７

７６

３６０

２１１

８１

１１３

１８８

―

２，２９４

（充足率％）
４年

（１３２．７）
１４６

（７３．８）
３１

（１５７．９）
３０

―

（２７．４）
２０７

（充足率％）
３年
（１１５．３）

６８
（１９０．５）

４０
（８６．２）
２５

（８８．５）
２３

（１２８．２）
１３２

（９１．８）
１０１

（８８．１）
３７

（１０５．０）
２１

（８４．０）
１３６

（１３９．７）
９５

（７３．７）
１４

（１１０．０）
４４

（１９６．４）
１１０

―

（１１２．１）
８４６

（充足率％）
２年
（８４．７）
５０

（６６．７）
１４

（３１．０）
９

（２６．９）
７

（７５．７）
７８

（１００．０）
１１０

（９２．９）
３９

（１２０．０）
２４

（７２．２）
１１７

（１０２．９）
７０

（７８．９）
１５

（９５．０）
３８

（７６．８）
４３

―

（８１．３）
６１４

（充足率％）
１年
（７９．７）
４７

（７６．２）
１６

（５８．６）
１７

（４６．２）
１２

（７０．９）
７３

（１３６．４）
１５０

（９５．２）
４０

（１５５．０）
３１

（６６．０）
１０７

（６７．６）
４６

（１１５．８）
２２

（７７．５）
３１

（６２．５）
３５

―

（８３．０）
６２７

定 員

５９

２１

２９

２６

１０３

１１０

４２

２０

１６２

６８

１９

４０

５６

―

７５５

修士課程（博士前期）

計

２４４

１０１

１２７

１４８

４４７

―

―

１２６

１，１５８

３３８

―

２１４

２６３

６４

３，２３０

（充足率％）
２年
（１１９．５）
１４１

（１１５．６）
５２

（１１３．８）
６６

（１５５．８）
８１

（１０６．５）
２２９

―

―

（１１６．３）
５０

（１６７．１）
５６８

（１１６．８）
１６７

―

（１２８．０）
１０５

（１１３．５）
１４３

（１２５．９）
３４

（１３１．０）
１，６３６

（充足率％）
１年
（８７．３）
１０３

（１０８．９）
４９

（１０５．２）
６１

（１２８．８）
６７

（１０１．４）
２１８

―

―

（１７６．７）
７６

（１７３．５）
５９０

（１１９．６）
１７１

―

（１３２．９）
１０９

（９５．２）
１２０

（１１１．１）
３０

（１２７．６）
１，５９４

定 員

１１８

４５

５８

５２

２１５

―

―

４３

３４０

１４３

―

８２

１２６

２７

１，２４９

研究科名

文学研究科

教育学研究科

法学研究科

経済学研究科

理学研究科

医学研究科

歯学研究科

薬学研究科

工学研究科

農学研究科

獣医学研究科

水 産 科 学
研 究 科
地 球 環 境
科学研究科
国際広報メデ
ィア研究科

計

表３－５ 大学院在籍学生数及び定員充足率 ２００１年５月１日現在

『北大時報』第５６７号（２００１年６月）より作成。
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高
度
の
職
業
教
育
な
ど
時
代
の
要
請
に
応
え
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
大
学
院
課
程
を
作
り
出
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

大
学
院
重
点
化
は
大
学
院
、
ひ
い
て
は
学
部
一
貫
教
育
を
含
む
大
学
の
方
向
性
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
な
っ
た
。
こ
こ
で

そ
の
帰
趨
を
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
基
礎
資
料
と
し
て
全
学
で
大
学
院
重
点
化
が
完
了
し
た
二
〇
〇
一
年
五
月
一
日
現
在
の

各
研
究
科
在
籍
学
生
数
及
び
定
員
充
足
率
を
表
３－

５
に
掲
げ
る
。
同
年
の
入
学
定
員
は
修
士
課
程
（
博
士
前
期
）
一
二
四
九
人
、
博

士
課
程
（
博
士
後
期
及
び
博
士
一
貫
）
七
五
五
人
で
、
九
〇
年
の
時
点
と
比
べ
た
増
加
率
は
両
課
程
と
も
約
一
・
七
倍
に
達
し
、
研
究

科
に
よ
っ
て
は
二
倍
を
超
え
た
。
九
〇
年
以
前
極
め
て
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
大
学
院
の
学
生
定
員
が
九
〇
年
代
に
倍
増
し
、
あ
る
い

は
倍
増
に
近
い
伸
び
を
示
し
た
こ
と
は
、
二
一
世
紀
初
頭
の
北
海
道
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
の
あ
り
方
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

第
四
章

全
学
教
育

第
一
節

教
養
部
の
廃
止

一

大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化

教
養
部
が
廃
止
さ
れ
た
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
一
九
九
一
年
七
月
の
「
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
」
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
北
海
道
大
学
で
は
、
八
九
年
五
月
に
発
足
し
た
「
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
」（
委
員
長
・
伴
義
雄
学
長
）
に
お
い

て
、
す
で
に
、
教
養
教
育
課
程
を
含
む
学
部
教
育
の
再
整
備
の
議
論
が
始
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
検
討
委
員
会
は
、
実
質
的
に
、
い
わ
ゆ

る
大
学
院
重
点
化
の
準
備
を
行
っ
た
委
員
会
で
あ
っ
た
が
、「
大
学
院
の
改
革
は
、
教
養
課
程
教
育
を
含
む
学
部
教
育
の
再
整
備
と
、
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